
令和３年８月２１日（土）
第16回日本モビリティ・マネジメント会議

益城町企画財政課 宮田有佳

震災復興の先のまちの発展を支える
地域公共交通のあり方の検討

～熊本県益城町における事例報告～



特 色

• 町全域が熊本都市圏の都市計画区域
• 元々は農業を基幹産業として発展

１.

位 置

熊本県のほぼ中央から
やや北寄り、

熊本市に隣接

人 口 産業構成

人口 34,499人

世帯数 13,455世帯

（2016年3月時点）

空港やIC（2か所）
があり、

“空と陸の玄関”
を有する

8.7%

22.3%

69%

益城町の概要

1次産業

“交通利便性”
にすぐれた町

POINT

震災前までは

“人口増加傾向”

POINT

“田園と都市が調和”
する町

POINT

１

2次産業3次産業

主な特産品

スイカ
メロン

さつまいも
太秋柿
etc…



２. 熊本地震による被害状況

前震 本震

平成28年4月14日（木）
21時26分頃

マグニチュード6.5

平成28年4月16日（土）
1時25分頃

マグニチュード7.3

熊本地震の特徴

“2度の震度７”

POINT

28時間後

熊本地震の特徴

“度重なる余震”

POINT

震度７ 震度６強 震度６弱

２回 ２回 ３回

震度５強 震度５弱 震度４以上 震度1以上

５回 13回 145回 4,484回

震度７×２を経験した
のは益城だけ

“震源地はいずれも町外”

POINT

（2018年4月30日現在） ２



熊本地震からの復興事業３.

益城町役場新庁舎

復興まちづくり支援施設

交通広場

県道熊本高森線４車線化事業

木山地区区画整理事業
都市拠点事業災害公営住宅の建設

「わくわく実証ランド」
・コワーキングスペース
・シェアオフィス
・チャレンジショップ

３



熊本地震からの復興事業

益城町総合体育館

広安小学校

益城中学校

旧益城町役場

県道熊本高森線

町道グランメッセ木山線

横
町
線

L=
5
0
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益城東西線３工区
L=244m

益城東西線１～２工区
L=1114m

第
二
南
北
線

L=
8
0
8
m

横町線、益城東西線南北線、第二南北線

３.

都市計画道路整備事業（益城東西線、南北線、第二南北線、横町線）

４



４. 熊本地震後の各計画の策定

５

益城町復興計画（2016年12月）

第６次益城町総合計画（2018年12月）

益城町都市計画マスタープラン（2020年3月）

益城町中心市街地活性化基本計画（2021年3月）

※益城町立地適正化計画（2021年度策定予定）



５. 益城町地域公共交通計画

６

●計画期間
令和３年４月～令和８年３月（５年）

●令和３年３月策定

●地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律に基づく法定計画

●益城町地域公共交通会議にて検討



７

１．町民アンケート調査
・対象：15歳～84歳の男女

・回収状況は：1,606票／3,352票（回収率：47.9％）

２．民生委員・児童委員アンケート調査

３．乗合タクシーの利用者アンケート調査

４．路線バス利用者ヒアリング調査

５．関係者ヒアリング調査
・区長、町関係課、商工会、まちづくり会社、まちづくり協議会
・商業施設、医療機関、公共施設
・交通事業者（路線バス、乗合タクシー）
・熊本県益城復興事務所、熊本県交通政策課、熊本市交通政策課

５. 益城町地域公共交通計画

住民や関係者の公共交通への高い関心と協力POINT



５. 益城町地域公共交通計画

８

３．新住宅エリア整備への対応

４．来訪者の呼び込みを進めるための交通サービス

１．まちの各拠点を結ぶ骨格軸の形成

計画の目標
町内外の移動利便性を高め、復興まちづくり・まちのにぎわい
づくりを加速させる持続可能な公共交通体系の構築

・復興まちづくりの中での公共交通

・公共交通による町民の移動

２．都市拠点でのにぎわいづくりへの対応

５．高齢者が安心して暮らせるまちへの対応

まちづくりにおける公共交通の役割を整理
POINT



９

施策体系～プロジェクトと事業～：計２２施策６３事業

５. 益城町地域公共交通計画

POINT



10

５. 益城町地域公共交通計画

復興事業を踏まえた将来ネットワークイメージ
POINT



５. 益城町地域公共交通計画

11

復興まちづくりのためのハード事業との連携

復興まちづくりの過程で育ててきた
住民や関係者との協働体制での展開

住民の高い関心 高いアンケート回収率

「益城町地域公共交通計画」の特徴

１

２

３


